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(57)【要約】
【課題】ＳＳＤ方式のアクティブマトリクス型液晶表示
装置において、特にＳＳＤ用のスイッチング素子に起因
する消費電力を低減し得る構成を提案する。
【解決手段】データ信号線ＤＬ１１～ＤＬｎ、走査信号
線ＧＬ１～ＧＬｍ、画素電極６、対向電極１１及びデー
タ信号線駆動回路１を備え、ＲＧＢに対応する１組のデ
ータ信号線ＤＬ１１，ＤＬ１２，ＤＬ１３が、選択スイ
ッチ部３３を介して出力信号線Ｄ１に接続され、データ
信号線駆動回路１は、ＲＧＢに対応するデータ信号を、
１水平走査期間内に時分割して出力信号線Ｄ１に出力し
、ＲＧＢに対応するデータ信号線ＤＬ１１，ＤＬ１２，
ＤＬ１３が選択スイッチ部３３により順次選択されるこ
とによって、各データ信号線にデータ信号が供給される
。各出力信号線Ｄ１～Ｄｎ／３は、第１スイッチ部３１
を介してデータ信号線駆動回路１に接続されるとともに
、第２スイッチ部３２を介して互いに接続される。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　互いに直交する複数のデータ信号線及び複数の走査信号線と、これらの信号線の各交点
に配される画素電極と、該画素電極に対向配置される対向電極と、複数のデータ信号出力
線にデータ信号を出力するデータ信号線駆動回路とを備え、
　上記複数のデータ信号線は、表示色を構成する原色に対応して連続して配されるデータ
信号線の組を構成するとともに、該データ信号線ごとに個別に設けられた選択スイッチン
グ素子を介して、該組ごとに上記データ信号出力線に接続され、
　上記データ信号線駆動回路は、上記原色に対応するデータ信号を、１水平走査期間内に
時分割して上記各データ信号出力線に出力し、
　上記各組において、上記原色に対応するデータ信号線が、上記選択スイッチング素子の
オン／オフにより順次選択されることによって、該データ信号線に、上記データ信号線駆
動回路から出力されたデータ信号が供給される液晶表示装置において、
　上記データ信号出力線のそれぞれは、第１のスイッチング素子を介して上記データ信号
線駆動回路に接続されるとともに、第２のスイッチング素子を介して互いに接続されてい
ることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　上記組を構成する複数のデータ信号線のうち、一つのデータ信号線にデータ信号が供給
されてから、次のデータ信号線にデータ信号が供給されるまでの間に、上記第１のスイッ
チング素子がオフするとともに、第２のスイッチング素子がオンすることを特徴とする請
求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　上記第１のスイッチング素子は、少なくとも上記第２のスイッチング素子がオン状態で
ある間はオフ状態であることを特徴とする請求項１または２に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　上記第２のスイッチング素子がオン状態であるときに、上記データ信号出力線に共通電
極電位が供給されることを特徴とする請求項２または３に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　１水平走査期間において、少なくとも１回は、同極性のデータ信号が連続して上記デー
タ信号出力線に供給されることを特徴とする請求項１～４のいずれか１項に記載の液晶表
示装置。
【請求項６】
　上記選択スイッチング素子がオン状態である期間の冒頭において、上記第２のスイッチ
ング素子はオン状態であり、かつ、上記第１のスイッチング素子は、少なくとも上記第２
のスイッチング素子がオン状態である間はオフ状態であり、
　上記第２のスイッチング素子がオン状態であるときに、上記データ信号出力線に共通電
極電位が供給されることを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項７】
　互いに直交する複数のデータ信号線及び複数の走査信号線と、これらの信号線の各交点
に配される画素電極と、該画素電極に対向配置される対向電極と、複数のデータ信号出力
線にデータ信号を出力するデータ信号線駆動回路とを備え、
　上記複数のデータ信号線は、表示色を構成する原色に対応して連続して配されるデータ
信号線の組を構成するとともに、個別に設けられた選択スイッチング素子を介して、該組
ごとに上記データ信号出力線に接続され、
　上記データ信号線駆動回路は、上記原色に対応するデータ信号を、１水平走査期間内に
時分割して上記各データ信号出力線に出力し、
　上記各組において、上記原色に対応するデータ信号線が、上記選択スイッチング素子の
オン／オフにより順次選択されることによって、該データ信号線に、上記データ信号線駆
動回路から出力されたデータ信号が供給される液晶表示装置において、
　１水平走査期間において、少なくとも１回は、同極性のデータ信号が連続して上記デー
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タ信号出力線に供給されることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項８】
　互いに直交する複数のデータ信号線及び複数の走査信号線と、これらの信号線の各交点
に配される画素電極と、該画素電極に対向配置される対向電極と、複数のデータ信号出力
線にデータ信号を出力するデータ信号線駆動回路とを備え、
　上記複数のデータ信号線は、表示色を構成する原色に対応して連続して配されるデータ
信号線の組を構成するとともに、該データ信号線ごとに個別に設けられた選択スイッチン
グ素子を介して、該組ごとに上記データ信号出力線に接続され、
　上記データ信号線駆動回路は、上記原色に対応するデータ信号を、１水平走査期間内に
時分割して上記各データ信号出力線に出力し、
　上記各組において、上記原色に対応するデータ信号線を、上記選択スイッチング素子の
オン／オフにより順次選択することによって、該データ信号線に、上記データ信号線駆動
回路から出力されるデータ信号を供給する液晶表示装置の駆動方法において、
　上記データ信号出力線のそれぞれは、第１のスイッチング素子を介して上記データ信号
線駆動回路に接続されるとともに、第２のスイッチング素子を介して互いに接続され、
　上記組を構成する複数のデータ信号線のうち、一つのデータ信号線にデータ信号を供給
してから、次のデータ信号線にデータ信号を供給するまでの間に、上記第１のスイッチン
グ素子をオフするとともに、第２のスイッチング素子をオンすることを特徴とする液晶表
示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置およびその駆動方法に関し、特に、映像信号を供給する複数の
データ線が束ねられてデータ線駆動回路の出力に接続され、映像信号を時分割して出力す
る駆動方式の液晶表示装置およびその駆動方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、液晶表示装置の駆動方式の１つとして、ＳＳＤ（Source Shared Driving：ソー
ス・シェアド・ドライビング）と呼ばれる方式が用いられている。液晶表示装置では、直
行する複数の走査信号線とデータ信号線との交点において、画素がマトリクス状に２次元
配置されているが、ＳＳＤ方式は、複数のデータ信号線から成る組を、該複数のデータ信
号線に共通のデータ出力回路によって、ソース信号（データ信号）を時分割して駆動する
駆動方式である。
【０００３】
　図１４は、ＳＳＤ方式のアクティブマトリクス型の従来の液晶表示装置の構成を示す等
価回路図である。図１４に示すとおり、従来の液晶表示装置は、データ信号線駆動回路（
ソースドライバ）１０１と走査信号線駆動回路（ゲートドライバ）１０２とスイッチ制御
部１０３と表示部１０９とを含んで構成される。
【０００４】
　表示部１０９は、複数本（ｍ本）の走査信号線ＧＬ１～ＧＬｍと、これらの走査信号線
ＧＬ１～ＧＬｍのそれぞれと直交する複数本（ｎ本）のデータ信号線ＤＬ１１～ＤＬｎと
を有し、これらの走査信号線ＧＬ１～ＧＬｍとデータ信号線ＤＬ１１～ＤＬｎとの交点に
それぞれ対応して、画素スイッチング素子（トランジスタ；ＴＦＴ）１０５と液晶容量１
０６とから成る複数個（ｍ×ｎ個）の画素形成部を備えている。画素形成部は、マトリク
ス状に配置されて、画素アレイを構成している。
【０００５】
　各画素形成部において、画素スイッチング素子１０５は、ゲート端子に走査信号線が接
続され、ソース端子にデータ信号線が接続され、ドレイン端子に画素電極が接続されてい
る。また、画素電極に対向して、全ての画素形成部に共通の対向電極が設けられており、
画素電極と対向電極とは、それらの間に液晶層を挟持して、画素容量を構成する液晶容量
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１０６を形成している。
【０００６】
　画素電極には、データ信号線駆動回路１０１および走査信号線駆動回路１０２により、
表示すべき画像に応じた電位が与えられる一方、共通電極には、図示しない対向電極制御
部から所定電位が与えられる。この電圧印加によって液晶層に対する光の透過量が制御さ
れることによって画像表示が行われる。なお、液晶層への電圧印加によって光の透過量を
制御するために、図示しない偏光板が使用される。
【０００７】
　また、図１４に示すＳＳＤ方式のアクティブマトリクス型の液晶表示装置では、複数の
データ信号線ＤＬ１１～ＤＬｎが、それぞれ選択スイッチ部１０４を介して３本ずつ束ね
られ、３本１組にてデータ信号線駆動回路１０１の出力信号線Ｄ１～Ｄｎ／３に接続され
ている。
【０００８】
　また、選択スイッチ部１０４は、データ信号線選択線ＧＬＲ，ＧＬＧ，ＧＬＢによって
、スイッチ制御部１０３に接続されている。スイッチ制御部１０３は、選択スイッチ部１
０４のオン／オフを制御する。これにより、組を成す３本のデータ信号線が出力信号線Ｄ
１～Ｄｎ／３に順次接続される。例えば、データ信号線ＤＬ１１，ＤＬ１２，ＤＬ１３は
、組を成して出力信号線Ｄ１に接続されており、スイッチ制御部１０３による選択スイッ
チ部１０４のオン／オフの制御によって、データ信号線ＤＬ１１，ＤＬ１２，ＤＬ１３が
、順次、出力信号線Ｄ１に電気的に接続される。
【０００９】
　このように、ＳＳＤ方式の液晶表示装置では、スイッチ制御部１０３によって、３本の
データ信号線（例えば、ＤＬ１１，ＤＬ１２，ＤＬ１３）を制御することができるため、
データ信号線駆動回路１０１を構成するデータ出力回路（ソースドライバチップ）の数を
１／３に削減することができるという利点がある。
【００１０】
　しかし、ＳＳＤ方式の液晶表示装置では、ソースドライバチップの数を削減できる代わ
りに、ソースドライバチップ１個当たりの充放電電流が増加する（この場合、３倍になる
）ため、その分データ信号線の負荷容量も増大し、１チップ当たりの消費電力および発熱
量が増大する。また、選択スイッチ部１０４は、オン／オフの切り替え動作に高電圧を要
する。このように、ＳＳＤ方式の液晶表示装置では、装置全体としての消費電力が増大す
るという問題がある。
【００１１】
　そこで、この問題を解決する方法が、例えば特許文献１に開示されている。図１５は、
特許文献１の表示装置の構成を示すブロック図である。同図に示すように、表示装置１０
０は、データ信号の非入力側の端部（紙面下側）において、各データ信号線に接続される
複数のスイッチング素子１２４１，１２４２，…，１２４９を備えている。そして、１水
平走査期間ごとにこのスイッチング素子をＯＮすることにより、各データ信号線を短絡さ
せる構成となっている。この構成によれば、データ信号線上の負荷に充電された電荷を、
１水平走査期間ごとに平均化することができるため、消費電力を低減することができる。
【特許文献１】特開２００７－１１４４９６号公報（２００７年５月１０日公開）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　ところが、上記特許文献１の構成では、ＳＳＤ用のスイッチング素子（選択スイッチ部
に相当）１２１４，１２１５，…に浮遊する容量に蓄積される電荷を平均化させることが
できず、この蓄積電荷に起因する消費電力を低減することができないという問題がある。
その理由について、図１６を用いて具体的に説明する。
【００１３】
　図１６のＤＲｎラインおよびＧＬｍラインの交差部の画素Ｇｍｎを例に挙げると、画素
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Ｇｍｎに信号電位の書き込みが行われているとき、走査信号線ＧＬｍにはオン電圧が供給
され、この走査信号線ＧＬｍに接続されるスイッチング素子（トランジスタ）は全てオン
状態となっている。この状態で、ＳＳＤ用のスイッチング素子１２１６ｎ，１２１５ｎ，
１２１４ｎを、ＲＧＢの順に時分割でオンしていき、ＤＲｎラインから、対応するソース
信号を供給する。そして、走査信号線ＧＬｍに接続されるトランジスタがオフした後に、
スイッチング素子１２４１，１２４２，…，１２４９がオン状態となり、全てのデータ信
号線が短絡する。
【００１４】
　このように、特許文献１の構成では、走査信号線ＧＬｍに接続されるトランジスタがオ
フ状態のとき（非表示期間）に、データ信号線短絡用のスイッチング素子１２４１，１２
４２，…，１２４９がオン状態となり各データ信号線が短絡する。すなわち、走査信号線
ＧＬｍに接続されるトランジスタがオン状態である間は、各画素への書き込み電位が変動
してしまうため、スイッチング素子１２４１，１２４２，…，１２４９をオン状態とする
ことはできない。そのため、ＳＳＤ用のスイッチング素子１２１４，１２１５，…に浮遊
する容量に蓄積される電荷を平均化できないまま、次の画素（ここでは、Ｇ画素）への書
き込みが行われることになる。
【００１５】
　ＳＳＤ用のスイッチング素子のサイズが小さい場合には、表示装置全体の消費電力に与
える影響は小さいが、スイッチング素子のサイズが大きくなると、その分の消費電力を無
視できなくなる。特に近年では、表示装置の製造コストを低減すべく、ａ－ＳｉやｕＣ－
Ｓｉを利用して駆動回路をパネル内に一体形成する技術が提案されており、このような表
示装置では、ＳＳＤ方式に利用されるスイッチング素子のサイズが大きくなる。このスイ
ッチング素子のサイズが大きくなると、スイッチング素子に蓄積する電荷が増大し、その
分消費電力の増大を招く。そのため、今後普及が予想される、車載インパネなど、特に高
信頼性（高温度範囲）および長期寿命が求められる分野に適用するためには、ＳＳＤ用の
スイッチング素子に起因する消費電力を低減することが望まれる。
【００１６】
　本発明は、上記の問題点に鑑みてなされたものであり、その目的は、ＳＳＤ方式のアク
ティブマトリクス型液晶表示装置において、特にＳＳＤ用のスイッチング素子に起因する
消費電力を低減し得る構成を提案する。
【課題を解決するための手段】
【００１７】
　本発明に係る液晶表示装置は、互いに直交する複数のデータ信号線及び複数の走査信号
線と、これらの信号線の各交点に配される画素電極と、該画素電極に対向配置される対向
電極と、複数のデータ信号出力線にデータ信号を出力するデータ信号線駆動回路とを備え
、上記複数のデータ信号線は、表示色を構成する原色に対応して連続して配されるデータ
信号線の組を構成するとともに、該データ信号線ごとに個別に設けられた選択スイッチン
グ素子を介して、該組ごとに上記データ信号出力線に接続され、上記データ信号線駆動回
路は、上記原色に対応するデータ信号を、１水平走査期間内に時分割して上記各データ信
号出力線に出力し、上記各組において、上記原色に対応するデータ信号線が、上記選択ス
イッチング素子のオン／オフにより順次選択されることによって、該データ信号線に、上
記データ信号線駆動回路から出力されたデータ信号が供給される液晶表示装置において、
上記データ信号出力線のそれぞれは、第１のスイッチング素子を介して上記データ信号線
駆動回路に接続されるとともに、第２のスイッチング素子を介して互いに接続されている
ことを特徴としている。
【００１８】
　本発明に係る液晶表示装置の駆動方法は、互いに直交する複数のデータ信号線及び複数
の走査信号線と、これらの信号線の各交点に配される画素電極と、該画素電極に対向配置
される対向電極と、複数のデータ信号出力線にデータ信号を出力するデータ信号線駆動回
路とを備え、上記複数のデータ信号線は、表示色を構成する原色に対応して連続して配さ
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れるデータ信号線の組を構成するとともに、該データ信号線ごとに個別に設けられた選択
スイッチング素子を介して、該組ごとに上記データ信号出力線に接続され、上記データ信
号線駆動回路は、上記原色に対応するデータ信号を、１水平走査期間内に時分割して上記
各データ信号出力線に出力し、上記各組において、上記原色に対応するデータ信号線を、
上記選択スイッチング素子のオン／オフにより順次選択することによって、該データ信号
線に、上記データ信号線駆動回路から出力されるデータ信号を供給する液晶表示装置の駆
動方法において、上記データ信号出力線のそれぞれは、第１のスイッチング素子を介して
上記データ信号線駆動回路に接続されるとともに、第２のスイッチング素子を介して互い
に接続され、上記組を構成する複数のデータ信号線のうち、一つのデータ信号線にデータ
信号を供給してから、次のデータ信号線にデータ信号を供給するまでの間に、上記第１の
スイッチング素子をオフするとともに、第２のスイッチング素子をオンすることを特徴と
している。
【００１９】
　上記の構成によれば、例えば、第１のスイッチング素子をオフするとともに、第２のス
イッチング素子をオンすることにより、各データ信号出力線が互いに電気的に接続される
。これにより、データ信号線を選択するための選択スイッチング素子に浮遊する容量に蓄
積される電荷を平均化することができるため、この蓄積電荷に起因する消費電力を低減す
ることができる。よって、特にａ－ＳｉやｕＣ－Ｓｉを利用して駆動回路をパネル内に一
体形成した液晶表示装置では、選択スイッチング素子に蓄積する電荷が増大するため、消
費電力の低減に関し、より大きな効果を得ることができる。
【００２０】
　本液晶表示装置では、上記組を構成する複数のデータ信号線のうち、一つのデータ信号
線にデータ信号が供給されてから、次のデータ信号線にデータ信号が供給されるまでの間
に、上記第１のスイッチング素子がオフするとともに、第２のスイッチング素子がオンす
る構成とすることもできる。
【００２１】
　上記の構成によれば、データ信号が供給されない期間において、各データ信号出力線が
互いに電気的に接続される。そのため、画素電位に影響を与えることなく、選択スイッチ
ング素子に浮遊する容量に蓄積される電荷を平均化することができる。
【００２２】
　本液晶表示装置では、上記第１のスイッチング素子は、少なくとも上記第２のスイッチ
ング素子がオン状態である間はオフ状態である構成とすることもできる。
【００２３】
　これにより、各データ信号出力線が互いに電気的に接続される期間は、データ信号の供
給が停止される。そのため、画素電位に影響を与えることなく、選択スイッチング素子に
浮遊する容量に蓄積される電荷を平均化することができる。
【００２４】
　本液晶表示装置では、上記第２のスイッチング素子がオン状態であるときに、上記デー
タ信号出力線に共通電極電位が供給される構成とすることもできる。
【００２５】
　これにより、選択スイッチング素子に浮遊する容量に蓄積される電荷を確実に回収する
ことができる。
【００２６】
　本液晶表示装置では、１水平走査期間において、少なくとも１回は、同極性のデータ信
号が連続して上記データ信号出力線に供給される構成とすることもできる。
【００２７】
　これにより、極性反転回数を減らすことができるため、消費電力をさらに低減すること
ができる。
【００２８】
　本液晶表示装置では、上記選択スイッチング素子がオン状態である期間の冒頭において
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、上記第２のスイッチング素子はオン状態であり、かつ、上記第１のスイッチング素子は
、少なくとも上記第２のスイッチング素子がオン状態である間はオフ状態であり、上記第
２のスイッチング素子がオン状態であるときに、上記データ信号出力線に共通電極電位が
供給される構成とすることもできる。
【００２９】
　上記の構成によれば、１水平走査期間内の、選択スイッチング素子がオン状態である期
間、すなわち、データ信号が供給される（画素への書き込み）期間において、原色（ＲＧ
Ｂ）の切り替えごとに、データ信号を画素に書き込む前に、画素電位を共通電極電位（Ｖ
ｃｏｍ）に固定することができる。これにより、選択スイッチング素子に浮遊する容量に
蓄積された電荷を確実に回収することができるとともに、データ信号線上の負荷に蓄積さ
れた電荷を回収することもできる。そのため、液晶表示装置全体の消費電力を従来よりも
低減することができ、かつ、表示品位の向上を図ることができる。
【００３０】
　本発明に係る液晶表示装置は、互いに直交する複数のデータ信号線及び複数の走査信号
線と、これらの信号線の各交点に配される画素電極と、該画素電極に対向配置される対向
電極と、複数のデータ信号出力線にデータ信号を出力するデータ信号線駆動回路とを備え
、上記複数のデータ信号線は、表示色を構成する原色に対応して連続して配されるデータ
信号線の組を構成するとともに、個別に設けられた選択スイッチング素子を介して、該組
ごとに上記データ信号出力線に接続され、上記データ信号線駆動回路は、上記原色に対応
するデータ信号を、１水平走査期間内に時分割して上記各データ信号出力線に出力し、上
記各組において、上記原色に対応するデータ信号線が、上記選択スイッチング素子のオン
／オフにより順次選択されることによって、該データ信号線に、上記データ信号線駆動回
路から出力されたデータ信号が供給される液晶表示装置において、１水平走査期間におい
て、少なくとも１回は、同極性のデータ信号が連続して上記データ信号出力線に供給され
ることを特徴としている。
【００３１】
　これにより、同極性のデータ信号が連続して供給されることになるため、極性反転回数
を減少させることができる。そして、極性反転回数が減少することにより、電荷の移動量
が少なくなり、データ信号線、画素、選択スイッチング素子に蓄積する電荷を減らすこと
ができるため、消費電力を低減することができる。
【発明の効果】
【００３２】
　本発明に係る液晶表示装置は、以上のように、上記データ信号出力線のそれぞれが、第
１のスイッチング素子を介して上記データ信号線駆動回路に接続されるとともに、第２の
スイッチング素子を介して互いに接続される構成である。
【００３３】
　また、本発明に係る液晶表示装置の駆動方法は、以上のように、上記組を構成する複数
のデータ信号線のうち、一つのデータ信号線にデータ信号を供給してから、次のデータ信
号線にデータ信号を供給するまでの間に、上記第１のスイッチング素子をオフするととも
に、第２のスイッチング素子をオンする構成である。
【００３４】
　そのため、データ信号線を選択するための選択スイッチング素子に浮遊する容量に蓄積
される電荷を平均化することができるため、この蓄積電荷に起因する消費電力を低減する
ことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３５】
　〔実施の形態１〕
　（液晶表示装置の構成）
　本発明に係る液晶表示装置の一実施形態について、図面を用いて説明する。図１は、本
実施の形態の液晶表示装置を、その表示部の等価回路と共に示すブロック図である。液晶
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表示装置は、映像信号を供給するデータ信号線が複数単位に束ねられてデータ信号線駆動
回路の出力に接続されている、いわゆるＳＳＤ方式のアクティブマトリクス型液晶表示装
置である。
【００３６】
　図１に示すとおり、液晶表示装置１０は、データ信号線駆動回路１と走査信号線駆動回
路２とスイッチ制御部３と表示部９とを含んで構成される。表示部９は、アクティブマト
リクス基板７および対向基板８の２つの透明基板を備えており、アクティブマトリクス基
板７および対向基板８の間には、液晶（図示せず）が充填されている。アクティブマトリ
クス基板７は、データ信号線ＤＬ１１～ＤＬｎと、走査信号線ＧＬ１～ＧＬｍと、第１ス
イッチ部３１と、第２スイッチ部３２と、選択スイッチ部３３と、画素スイッチ部５と、
画素電極６とを備えている。また、対向基板８は、対向電極１１を備えている。なお、各
スイッチ部は、薄膜トランジスタ（Thin Film Transistor（ＴＦＴ））により構成される
。
【００３７】
　アクティブマトリクス基板７において、データ信号線ＤＬ１１～ＤＬｎと走査信号線Ｇ
Ｌ１～ＧＬｍとは互いに直行し、表示領域をマトリクス状に分割している。分割された各
領域は、画像の表示単位である画素に対応する。データ信号線と走査信号線との各交点に
は、画素スイッチ部５および画素電極６が配置されており、画素電極６と、対向基板８に
設けられている対向電極１１とによって画素ごとに液晶容量が形成されている。また、画
素電極６と対向電極１１との間には液晶が封入されており、電極間の電解の影響によって
液晶が配列を変えることによって、光が透過または遮断される。光の透過／遮断は、画素
スイッチ部５のオン／オフによって、１画素ごとに制御される。そして、データ信号に応
じて液晶容量に印加される電圧が変化し、印加される電圧の大きさによって、各画素の明
暗ができる。また、カラー表示は光の３原色（ＲＧＢ）を加法混合する方法が用いられる
ため、Ｒ，Ｇ，Ｂに対応する３画素を一組として構成されている。
【００３８】
　各画素領域において、走査信号線ＧＬ１～ＧＬｍは画素スイッチ部５のゲート端子に接
続され、データ信号線ＤＬ１１～ＤＬｎは画素スイッチ部５のソース端子に接続され、画
素電極６は画素スイッチ部５のドレイン端子に接続されている。
【００３９】
　上述したとおり、本実施の形態に係る液晶表示装置１０は、ＳＳＤ方式のアクティブマ
トリクス型液晶表示装置であり、その駆動方法は、１水平走査期間にソース信号（データ
信号）を３分割して出力するものである。この種の液晶表示装置では、複数のデータ信号
線から成る組（本実施の形態では、ＲＧＢに対応する３つのデータ信号線）を、該複数の
データ信号線に共通のデータ出力回路（ソースドライバチップ；図示せず）によって駆動
する駆動方法である。それゆえ、複数のデータ信号線ＤＬ１１～ＤＬｎは、連続して配さ
れる３本１組のデータ信号線で束ねられている。そして、データ信号線ＤＬ１１～ＤＬｎ
は、３本１組にてデータ信号線駆動回路１の出力信号線（データ信号出力線）Ｄ１～Ｄｎ
／３に接続されている。なお、各データ信号線ＤＬ１１～ＤＬｎは、個別に接続された選
択スイッチ部３３を介して、出力信号線Ｄ１～Ｄｎ／３に接続されている。また、データ
信号線ＤＬ１１～ＤＬｎに接続されている各選択スイッチ部３３のゲート端子は、データ
信号線選択線ＧＬＲ，ＧＬＧ，ＧＬＢによって、スイッチ制御部３に接続されている。す
なわち、データ信号線ＤＬ１１は、選択スイッチ部３３を介して出力信号線Ｄ１に接続さ
れ、該選択スイッチ部３３のゲート端子にはデータ信号線選択線ＧＬＲが接続される。同
様に、データ信号線ＤＬ１２は、選択スイッチ部３３を介して出力信号線Ｄ１に接続され
、該選択スイッチ部３３のゲート端子にはデータ信号線選択線ＧＬＧが接続され、データ
信号線ＤＬ１３は、選択スイッチ部３３を介して出力信号線Ｄ１に接続され、該選択スイ
ッチ部３３のゲート端子にはデータ信号線選択線ＧＬＢが接続される。
【００４０】
　スイッチ制御部３は、組を成す３本のデータ信号線に設けられている選択スイッチ部３
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３のオン／オフを順次切り替える。これにより、組を成す３本のデータ信号線が出力信号
線に順次接続される。例えば、データ信号線ＤＬ１１，ＤＬ１２，ＤＬ１３は、組を成し
て出力信号線Ｄ１に接続されており、スイッチ制御部３による選択スイッチ部３３のオン
／オフの制御によって、データ信号線ＤＬ１１，ＤＬ１２，ＤＬ１３が、順次、出力信号
線Ｄ１に電気的に接続される。
【００４１】
　なお、上記の説明においては、データ信号線がＲ、Ｇ、Ｂの順に切り替えられる構成に
ついて説明しているが、他の順番によって供給されてもよく、特に限定はされない。
【００４２】
　（液晶表示装置の動作例）
　ここで、一般的なＳＳＤ方式の液晶表示装置の動作例について説明する。データ信号線
ＤＬ１１，ＤＬ１２，ＤＬ１３は、それぞれ、表示色を構成する３原色、すなわち赤（Ｒ
），緑（Ｇ），青（Ｂ）の画素に接続されている。そして、１つの色を構成するＲＧＢに
対応する各データ信号線から成る各組を、データ信号線駆動回路内に各組ごとにＲＧＢに
共通に設けられたデータ出力回路（ソースドライバチップ；図示せず）によって駆動する
。そして、このデータ出力回路によって、各組ごとに、ＲＧＢの順にデータ信号線にデー
タ信号を出力していく。このとき、駆動速度を大きくしながら各データ信号線から画素へ
のデータ信号の書き込み時間をある程度確保するために、各組の同色のデータ信号線を同
時に駆動する。つまり、出力信号線Ｄ１～Ｄｎ／３に接続されている各組のデータ信号線
のうち、始めにＲに対応するデータ信号線が同時に駆動され、次にＧに対応するデータ信
号線が同時に駆動され、最後にＢに対応するデータ信号線が同時に駆動される。
【００４３】
　なお、この方式によって駆動するとき、１つの走査信号線がアクティブである間は、対
向電極１１には一定値が与えられる。
【００４４】
　図２は、ＳＳＤ方式の液晶表示装置における駆動を示すタイミングチャートである。図
２によれば、走査信号線ＧＬ１～ＧＬｍには、順次、走査信号が供給されている。つまり
、走査信号線ＧＬ１，ＧＬ２～ＧＬｍは、走査信号線駆動回路２によって順次選択され、
走査信号が供給される。そして、選択された走査信号線に接続されている画素スイッチ部
５のゲートがオンとなり、画素電極６にソース信号（データ信号）を供給できるアクティ
ブな状態となる。
【００４５】
　また、図２によれば、走査信号線ＧＬ１～ＧＬｍが選択されている各期間において、デ
ータ信号線選択線ＧＬＲ，ＧＬＧ，ＧＬＢに、順次、データ信号線選択信号が供給されて
いる。データ信号線選択線ＧＬＲ，ＧＬＧ，およびＧＬＢは、それぞれＲ，Ｇ，Ｂの画素
に対応するデータ信号線に接続されている。したがって、データ信号線選択線ＧＬＲ，Ｇ
ＬＧ，ＧＬＢに、順次、データ信号線選択信号が供給されることにより、Ｒ，Ｇ，Ｂの画
素に対応するデータ信号線が順次選択される。
【００４６】
　例えば、図２では、走査信号線ＧＬ１が選択されているとき、データ信号線選択線ＧＬ
Ｒ，ＧＬＧ，ＧＬＢに、順次データ信号線選択信号が供給される。そして、データ信号線
選択信号が供給されると、データ信号線選択線に接続されている選択スイッチ部３３のゲ
ートはオンとなり、オンとなった選択スイッチ部３３に接続されているデータ信号線に、
出力信号線からのデータ信号が供給され得る状態となる。これにより、出力信号線からの
データ信号は、Ｒ，Ｇ，Ｂの画素に対応するデータ信号線に順次供給される。
【００４７】
　また、走査信号線ＧＬ１～ＧＬｍが選択されている各期間において、各出力信号線Ｄ１
～Ｄｎ／３に同時にデータ信号が供給される。ここで、各出力信号線には、Ｒ，Ｇ，Ｂに
対応する各データ信号が時分割によって供給される。例えば、走査信号線ＧＬ１が選択さ
れているときに、出力信号線Ｄ１にはデータ信号Ｒ１１，Ｇ１２，Ｂ１３が時分割によっ



(10) JP 2010-102266 A 2010.5.6

10

20

30

40

50

て供給され、出力信号線Ｄ２にはデータ信号Ｒ１４，Ｇ１５，Ｂ１６が時分割によって供
給され、出力信号線Ｄｎ／３にはデータ信号Ｒ１（ｎ－２），Ｇ１（ｎ－１），Ｂ１ｎが
時分割によって供給される。
【００４８】
　そして、出力信号線Ｄ１～Ｄｎ／３にＲ，Ｇ，Ｂの各データ信号が時分割によって供給
されるタイミングは、上述したデータ線選択信号によってＲ，Ｇ，Ｂの画素に対応するデ
ータ信号線が順次選択されるタイミングと同期している。
【００４９】
　例えば、走査信号線ＧＬ１が選択されているとき、データ信号線選択線ＧＬＲ，ＧＬＧ
，ＧＬＢに、順次、データ信号線選択信号が供給されているが、データ信号線選択線ＧＬ
Ｒ，ＧＬＧ，ＧＬＢにデータ信号線選択信号が供給されるタイミングは、それぞれ、出力
信号線Ｄ１～Ｄｎ／３にＲ，Ｇ，Ｂの各データ信号が時分割によって供給されるタイミン
グと同期している。
【００５０】
　これにより、Ｒの画素に対応するデータ信号線にはＲのデータ信号を、Ｇの画素に対応
するデータ信号線にはＧのデータ信号を、Ｂの画素に対応するデータ信号線にはＢのデー
タ信号を、それぞれ供給することができる。
【００５１】
　なお、ＲＧＢの各データは、以下のようにして画素への書き込みが行われる。
【００５２】
　はじめに、走査信号線ＧＬ１がアクティブかつデータ信号線選択線ＧＬＲがアクティブ
である間に、出力信号線Ｄ１～Ｄｎ／３までの各データ信号線のデータ信号Ｒ１１～Ｒ１
（ｎ－２）と、対向電極１１のＣＯＭ信号との電圧差が、それぞれ対応する画素（ここで
は、Ｒに対応する画素）に書き込まれる。
【００５３】
　続いて、走査信号線ＧＬ１がアクティブかつデータ線選択線ＧＬＧがアクティブである
間に、出力信号線Ｄ１～Ｄｎ／３までの各データ信号線のデータ信号Ｇ１２～Ｇ１（ｎ－
１）と、対向電極１１のＣＯＭ信号との電圧差が、それぞれ対応する画素（ここでは、Ｇ
に対応する画素）に書き込まれる。
【００５４】
　さらに、走査信号線ＧＬ１がアクティブかつデータ線選択線ＧＬＢがアクティブである
間に、出力信号線Ｄ１～Ｄｎ／３までの各データ信号線のデータ信号Ｂ１３～Ｂ１ｎと、
対向電極１１のＣＯＭ信号との電圧差が、それぞれ対応する画素（ここでは、Ｂに対応す
る画素）に書き込まれる。
【００５５】
　このようにして、１つの走査信号線に接続されている全ての画素に対して書き込みが行
われる。そして、走査信号線ＧＬ１に接続されている画素の書き込みが完了すると、続い
て、走査信号線ＧＬ２に接続されている画素の書き込みが行われる。走査信号線ＧＬ２の
書き込みにおいては、走査信号線ＧＬ１と同様、Ｒ，Ｇ，Ｂの組ごとに、順次、画素に書
き込みが行われる。以降、同様にして、１走査信号線ずつ垂直方向に走査し、走査信号線
ＧＬｍまで同様の処理を繰り返し、ｍ×ｎの一画面分の画素が書き込まれる。
【００５６】
　このようなＳＳＤ方式の液晶表示装置において、図１５に示す従来の構成を適用した場
合には、走査信号がオン状態であるときには、選択スイッチ部３３に浮遊する容量に蓄積
される電荷を回収することができないという問題が生じる。ここで、従来の液晶表示装置
の駆動について、図３のタイミングチャートを用いて説明する。
【００５７】
　図３において、ＳＷＲ，ＳＷＧ，ＳＷＢは、データ信号線選択線ＧＬＲ，ＧＬＧ，ＧＬ
Ｂを介して、Ｒ，Ｇ，Ｂに対応する各選択スイッチ部３３に供給される信号を示し、ＬＰ
は、データ信号線選択線ＧＬＲ，ＧＬＧ，ＧＬＢの切り替えタイミングを規定するラッチ
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パルスを示し、ＮＥＴ１，ＮＥＴ２は、出力信号線Ｄ１，Ｄ２（図１６参照）の電位を示
し、Ｒ１，Ｇ１，Ｂ１，Ｒ２は、それぞれ画素電位を示している。なお、図３に示す駆動
例では、Ｒ，Ｇ，Ｂの順に選択スイッチ部３３をオンし、駆動方式としてはドット反転方
式（プラス→マイナス→プラス、もしくは、マイナス→プラス→マイナス）を採用してい
る。また、表示パターンとしては、ノーマリーホワイト方式における黒を表示した場合を
示している。
【００５８】
　このようなＳＳＤ方式の液晶表示装置では、ＮＥＴ１，ＮＥＴ２において極性が変わる
とき（プラス→マイナス、もしくは、マイナス→プラス）に、データ信号線、画素および
選択スイッチ部における電荷の影響により、大きな消費電力がデータ信号線駆動回路にお
いて消費される。例えば、Ｒ１に対応する画素への書き込み（プラス極性）により、プラ
スの電荷がデータ信号線、画素、選択スイッチ部に蓄積するため、次のＧ１に対応する画
素への書き込み動作の際には、残存するプラス電荷を考慮したマイナス極性の電位を供給
する必要がある。そのため、消費電力の増大を招く。
【００５９】
　これに対して、本実施の形態に係る液晶表示装置１０では、特に、第１スイッチ部３１
と、第２スイッチ部３２と、それらのオン／オフを制御するスイッチ制御部３を備えるこ
とにより、従来と比較してより消費電力を低減できる構成である。以下では、第１スイッ
チ部３１，第２スイッチ部３２およびスイッチ制御部３の具体的な構成について説明する
。
【００６０】
　図１に示すように、各出力信号線Ｄ１～Ｄｎ／３は、それぞれ、第１スイッチ部３１を
介してデータ信号線駆動回路１に接続されるとともに、第２スイッチ部３２を介して互い
に電気的に接続される構成となっている。そして、各出力信号線Ｄ１～Ｄｎ／３に接続さ
れる各第１スイッチ部３１のゲート端子が、スイッチ制御部３の端子ＳＷ１に接続され、
各出力信号線Ｄ１～Ｄｎ／３同士を接続する各第２スイッチ部３２のゲート端子が、スイ
ッチ制御部３の端子ＳＷ２に接続されている。
【００６１】
　これにより、スイッチ制御部３から第１スイッチ部３１にオン信号が供給されている間
は、データ信号線駆動回路１と各出力信号線Ｄ１～Ｄｎ／３とが互いに電気的に接続され
、オフ信号が供給されることにより、データ信号線駆動回路１と各出力信号線Ｄ１～Ｄｎ
／３とが電気的に非接続状態となる。また、スイッチ制御部３から第２スイッチ部３２に
オフ信号が供給されている間は、各出力信号線Ｄ１～Ｄｎ／３は互いに電気的に非接続状
態となり、オン信号が供給されることにより、各出力信号線Ｄ１～Ｄｎ／３が互いに電気
的に接続される。
【００６２】
　（本発明の液晶表示装置の動作例）
　ここで、本実施の形態に係る液晶表示装置１０の動作例について、図４のタイミングチ
ャートを用いて説明する。ここでは、上述の一般的なＳＳＤ方式の液晶駆動装置の動作例
との相違点を中心に説明する。図４において、ＳＷ１は、第１スイッチ部３１に供給され
る信号を示し、ＳＷ２は、第２スイッチ部３２に供給される信号を示している。図５は、
液晶表示装置１０の動作例を説明するための部分拡大図である。
【００６３】
　図４に示すように、ラッチパルスＬＰのＨｉ／Ｌｏの切り替えタイミングで、第１スイ
ッチ部３１（ＳＷ１）、および第２スイッチ部３２（ＳＷ２）をオン／オフする。例えば
、第１スイッチ部３１（ＳＷ１）がオン状態で、かつ、Ｒに対応する選択スイッチ部３３
（ＳＷＲ）がオン状態のとき、出力信号線Ｄ１とデータ信号線ＤＬ１１、出力信号線Ｄ２
とデータ信号線ＤＬ２１、出力信号線Ｄｎ／３とデータ信号線ＤＬ（ｎ／３－２）とが互
いに電気的に接続され、Ｒに対応する各データ信号が、アクティブ状態の走査信号線に接
続される各画素に供給される。
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【００６４】
　その後、Ｒに対応する選択スイッチ部３３（ＳＷＲ）がオフし、Ｒのデータ信号の書き
込みが終了する。このとき、全ての選択スイッチ部３３（ＳＷＲ，ＳＷＧ，ＳＷＢ）はオ
フ状態となり、各出力信号線Ｄ１～Ｄｎ／３と、各データ信号線ＤＬ１１～ＤＬｎとは電
気的に非接続状態となる。続いて、ＬＰのタイミングを利用して、第１スイッチ部３１（
ＳＷ１）がオフするとともに、第２スイッチ部３２（ＳＷ２）がオンする。ここで、第１
，第２スイッチ部３１，３２のオン／オフのタイミングは互いに同期させてもよく、また
、非同期としてもよい。例えば、図６に示すように、第１スイッチ部３１は、少なくとも
第２スイッチ部３２がオン状態である間はオフ状態である構成とすることができる。
【００６５】
　この第１，第２スイッチ部３１，３２の動作により、ＮＥＴ１，ＮＥＴ２，…ＮＥＴｎ
（図５参照）が互いに電気的に接続される（短絡）。これにより、ＮＥＴ１，ＮＥＴ２，
…ＮＥＴｎに浮遊する電荷が平均化されるため、充放電電流を抑えることができ、消費電
力を低減することができる。このように、本実施の形態によれば、選択スイッチ部３３に
浮遊する容量に蓄積される電荷を平均化させることができるため、この蓄積電荷に起因す
る消費電力を低減することができる。
【００６６】
　ここで、ＮＥＴ１，ＮＥＴ２，…ＮＥＴｎを互いに電気的に接続した後、所望の電位（
例えば、Ｖｃｏｍ（共通電極電位）、ソースセンター電位（１／２ＶＬＳ））を供給する
構成としてもよい。これにより、電荷を確実に回収（チャージシェア）して、ＮＥＴ１，
ＮＥＴ２，…ＮＥＴｎを所望の電位に固定することができる。
【００６７】
　また、本実施の形態に係る液晶表示装置１０は、以下の構成であってもよい。すなわち
、各選択スイッチ部３３のオン期間の冒頭において、対応するデータ信号線どうしを互い
に電気的に接続させるとともに、対応する画素へＶｃｏｍを供給する構成である。図７は
、この構成の液晶表示装置１０の動作例を示すタイミングチャートである。同図に示すよ
うに、選択スイッチ部３３（ＳＷＲ）のオン期間の冒頭において、第１スイッチ部３１（
ＳＷ１）がオフ状態になるとともに、第２スイッチ部３２（ＳＷ２）がオン状態となる。
これにより、各出力信号線Ｄ１～Ｄｎ／３が互いに電気的に接続されるとともに、Ｒに対
応するデータ信号線ＤＬ１１，ＤＬ２１，…が互いに電気的に接続される。この状態で第
２スイッチ部３２の導通電極の一端からＶｃｏｍを供給する（図１参照）ことにより、ア
クティブ状態の走査信号線に接続された画素（Ｒ画素）にＶｃｏｍが書き込まれる。その
後、第１スイッチ部３１（ＳＷ１）をオンするとともに、第２スイッチ部３２（ＳＷ２）
をオフに切り替えることにより、各出力信号線Ｄ１～Ｄｎ／３が互いに電気的に非接続状
態になるとともに、Ｒに対応するデータ信号線ＤＬ１１，ＤＬ２１，…が、データ信号線
駆動回路１に電気的に接続される。これにより、Ｒに対応するデータ信号が、Ｖｃｏｍに
固定されたＲ画素に供給される。
【００６８】
　続いて、選択スイッチ部３３（ＳＷＧ）がオンすると、このオン期間の冒頭において、
第１スイッチ部３１（ＳＷ１）がオフ状態になるとともに、第２スイッチ部３２（ＳＷ２
）がオン状態となる。これにより、各出力信号線Ｄ１～Ｄｎ／３が互いに電気的に接続さ
れるとともに、Ｇに対応するデータ信号線ＤＬ１２，ＤＬ２２，…が互いに電気的に接続
される。この状態で第２スイッチ部３２の導通電極の一端からＶｃｏｍを供給する（図１
参照）ことにより、アクティブ状態の走査信号線に接続された画素（Ｇ画素）にＶｃｏｍ
が書き込まれる。その後、第１スイッチ部３１（ＳＷ１）をオンするとともに、第２スイ
ッチ部３２（ＳＷ２）をオフに切り替えることにより、各出力信号線Ｄ１～Ｄｎ／３が互
いに電気的に非接続状態になるとともに、Ｇに対応するデータ信号線ＤＬ１２，ＤＬ２２
，…が、データ信号線駆動回路１に電気的に接続される。これにより、Ｇに対応するデー
タ信号が、Ｖｃｏｍに固定されたＧ画素に供給される。
【００６９】
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　最後に、選択スイッチ部３３（ＳＷＢ）がオンすると、このオン期間の冒頭において、
第１スイッチ部３１（ＳＷ１）がオフ状態になるとともに、第２スイッチ部３２（ＳＷ２
）がオン状態となる。これにより、各出力信号線Ｄ１～Ｄｎ／３が互いに電気的に接続さ
れるとともに、Ｂに対応するデータ信号線ＤＬ１３，ＤＬ２３，…が互いに電気的に接続
される。この状態で第２スイッチ部３２の導通電極の一端からＶｃｏｍを供給する（図１
参照）ことにより、アクティブ状態の走査信号線に接続された画素（Ｂ画素）にＶｃｏｍ
が書き込まれる。その後、第１スイッチ部３１（ＳＷ１）をオンするとともに、第２スイ
ッチ部３２（ＳＷ２）をオフに切り替えることにより、各出力信号線Ｄ１～Ｄｎ／３が互
いに電気的に非接続状態になるとともに、Ｂに対応するデータ信号線ＤＬ１３，ＤＬ２３
，…が、データ信号線駆動回路１に電気的に接続される。これにより、Ｂに対応するデー
タ信号が、Ｖｃｏｍに固定されたＢ画素に供給される。
【００７０】
　上記の構成によれば、１水平走査期間内の、選択スイッチ部３３がオン状態である期間
、すなわち、データ信号が供給される（画素への書き込み）期間において、ＲＧＢの切り
替えごとに、データ信号を画素に書き込む前に、画素電位をＶｃｏｍに固定することがで
きる。これにより、選択スイッチ部３３に浮遊する容量に蓄積された電荷を確実に回収す
ることができるとともに、データ信号線ＤＬ１１，ＤＬ２１，…上の負荷に蓄積された電
荷を回収することもできる。そのため、液晶表示装置全体の消費電力を従来よりも低減す
ることができ、かつ、表示品位の向上を図ることができる。
【００７１】
　ところで、上記の説明においては、データ信号線がＲ，Ｇ，Ｂの順に選択されるように
、選択スイッチ部３３を切り替える構成について説明しているが、他の順に切り替える構
成でもよく、特に限定はされない。例えば、図８に示すように、同一極性のデータ信号が
連続して供給されるように、Ｒ（＋）→Ｂ（＋）→Ｇ（－）→Ｇ（＋）→Ｒ（－）→Ｂ（
－）→Ｂ（＋）→Ｒ（＋）→Ｇ（－）の順に選択スイッチ部３３を切り替える構成として
もよい。すなわち、ＲおよびＢに対応するデータ信号は同極性となるため、これらが連続
するように選択スイッチ部３３を切り替える構成とすることができる。これにより、極性
反転回数を減らすことができるため、より消費電力を低減することができる。また、図９
に示すように、Ｒ（＋）→Ｂ（＋）→Ｇ（－）→Ｒ（－）→Ｂ（－）→Ｇ（＋）→Ｒ（＋
）→Ｂ（－）→Ｇ（－）の順に切り替える構成とすれば、さらに極性反転回数を減らすこ
とができる。
【００７２】
　このように、チャージシェア動作に加えて、極性反転回数を低減する構成を採用するこ
とにより、消費電力をさらに低減することが可能となる。
【００７３】
　なお、これらの構成においては、同極性同士の切り替え時における電荷の移動量が少な
いため、第１，第２スイッチ部３１，３２のオン／オフの切り替え動作によるチャージシ
ェアを極性反転時にのみ行う構成としてもよい。例えば図８では、極性が反転するＢ→Ｇ
、Ｇ→Ｇ、Ｇ→Ｒ、Ｂ→Ｂ、Ｒ→Ｇのタイミングにおいて、第１スイッチ部３１をオフと
し、第２スイッチ部３２をオンすることにより、チャージシェアを行う。これにより、チ
ャージシェア動作の回数が低減できるため、消費電力をさらに低減することが可能となる
。
【００７４】
　〔実施の形態２〕
　（液晶表示装置の構成）
　本発明に係る液晶表示装置の一実施形態について、図面を用いて説明する。なお、説明
の便宜上、上記実施の形態１において示した部材と同一の機能を有する部材には、同一の
符号を付し、その説明を省略する。また、実施の形態１において定義した用語については
、特に断わらない限り本実施の形態においてもその定義に則って用いるものとする。
【００７５】
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　図１０は、本実施の形態の液晶表示装置を、その表示部の等価回路と共に示すブロック
図である。液晶表示装置は、映像信号を供給するデータ信号線が複数単位に束ねられてデ
ータ信号線駆動回路の出力に接続されているＳＳＤ方式のアクティブマトリクス型液晶表
示装置である。
【００７６】
　図１０に示すとおり、液晶表示装置２０は、上記実施の形態１に示した液晶表示装置１
０において、第１，第２スイッチ部３１，３２を省略した構成となっている。すなわち、
各出力信号線Ｄ１～Ｄｎ／３は、それぞれ、データ信号線駆動回路１に接続されるととも
に、互いに電気的に非接続の構成である。
【００７７】
　（液晶表示装置の動作）
　ここで、本実施の形態に係る液晶表示装置２０の動作例について、図１１のタイミング
チャートを用いて説明する。
【００７８】
　図１１において、ＳＷＲ，ＳＷＧ，ＳＷＢは、データ信号線選択線ＧＬＲ，ＧＬＧ，Ｇ
ＬＢを介して、Ｒ，Ｇ，Ｂに対応する各選択スイッチ部３３に供給される信号を示し、Ｌ
Ｐは、データ信号線選択線ＧＬＲ，ＧＬＧ，ＧＬＢの切り替えタイミングを規定するラッ
チパルスを示し、ＮＥＴ１，ＮＥＴ２は、出力信号線Ｄ１，Ｄ２（図１０参照）の電位を
示し、Ｒ１，Ｇ１，Ｂ１，Ｒ２は、それぞれ画素電位を示している。
【００７９】
　本実施の形態に係る液晶表示装置２０では、ドット反転駆動方式を前提としつつ、デー
タ信号線の選択順序を変更して極性反転回数を減らす構成である。具体的には、図１１に
示すように、同一極性のデータ信号が連続して供給されるように、Ｒ（＋）→Ｂ（＋）→
Ｇ（－）→Ｇ（＋）→Ｒ（－）→Ｂ（－）→Ｂ（＋）→Ｒ（＋）→Ｇ（－）の順に選択ス
イッチ部３３を切り替える。このように、ＲおよびＢに対応するデータ信号は同極性とな
るため、これらが連続するように選択スイッチ部３３を切り替える構成とすることができ
る。これにより、同極性が連続することになるため、極性反転回数が減少する。そして、
極性反転回数が減少することにより、電荷の移動量が少なくなり、データ信号線、画素、
選択スイッチ部３３に蓄積する電荷を減らすことができるため、消費電力を低減すること
ができる。
【００８０】
　また、図１２に示すように、Ｒ（＋）→Ｂ（＋）→Ｇ（－）→Ｒ（－）→Ｂ（－）→Ｇ
（＋）→Ｒ（＋）→Ｂ（－）→Ｇ（－）の順に切り替える構成とすれば、さらに極性反転
回数を減らすことができる。
【００８１】
　さらに、図１３に示すように、図１１において、同一の選択スイッチ部３３が連続して
選択される場合（例えば、Ｇ→Ｇ、Ｂ→Ｂ）には、ＳＷＧ，ＳＷＢのオン期間（アクティ
ブ期間）を長くしてＳＷＧ→ＳＷＧ、ＳＷＢ→ＳＷＢの切り替え動作を省略する構成とし
てもよい。これにより、ＳＷＲ，ＳＷＧ，ＳＷＢの切り替え信号の周波数を低減すること
ができるため、消費電力をより低減することができる。
【００８２】
　本発明は上述した各実施形態に限定されるものではなく、請求項に示した範囲で種々の
変更が可能である。すなわち、請求項に示した範囲で適宜変更した技術的手段を組み合わ
せて得られる実施形態についても本発明の技術的範囲に含まれる。
【００８３】
　最後に、液晶表示装置に含まれる各ブロック、特にスイッチ制御部３は、ハードウェア
ロジックによって構成してもよいし、次のようにＣＰＵを用いてソフトウェアによって実
現してもよい。
【００８４】
　すなわち、液晶表示装置は、各機能を実現する制御プログラムの命令を実行するＣＰＵ
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（central processing unit）、上記プログラムを格納したＲＯＭ（read only memory）
、上記プログラムを展開するＲＡＭ（random access memory）、上記プログラムおよび各
種データを格納するメモリ等の記憶装置（記録媒体）などを備えている。そして、本発明
の目的は、上述した機能を実現するソフトウェアである液晶表示装置の制御プログラムの
プログラムコード（実行形式プログラム、中間コードプログラム、ソースプログラム）を
コンピュータで読み取り可能に記録した記録媒体を、上記液晶表示装置に供給し、そのコ
ンピュータ（またはＣＰＵやＭＰＵ）が記録媒体に記録されているプログラムコードを読
み出し実行することによっても、達成可能である。
【００８５】
　上記記録媒体としては、例えば、磁気テープやカセットテープ等のテープ系、フロッピ
ー（登録商標）ディスク／ハードディスク等の磁気ディスクやＣＤ－ＲＯＭ／ＭＯ／ＭＤ
／ＤＶＤ／ＣＤ－Ｒ等の光ディスクを含むディスク系、ＩＣカード（メモリカードを含む
）／光カード等のカード系、あるいはマスクＲＯＭ／ＥＰＲＯＭ／ＥＥＰＲＯＭ／フラッ
シュＲＯＭ等の半導体メモリ系などを用いることができる。
【００８６】
　また、液晶表示装置を通信ネットワークと接続可能に構成し、上記プログラムコードを
通信ネットワークを介して供給してもよい。この通信ネットワークとしては、特に限定さ
れず、例えば、インターネット、イントラネット、エキストラネット、ＬＡＮ、ＩＳＤＮ
、ＶＡＮ、ＣＡＴＶ通信網、仮想専用網（virtual private network）、電話回線網、移
動体通信網、衛星通信網等が利用可能である。また、通信ネットワークを構成する伝送媒
体としては、特に限定されず、例えば、ＩＥＥＥ１３９４、ＵＳＢ、電力線搬送、ケーブ
ルＴＶ回線、電話線、ＡＤＳＬ回線等の有線でも、ＩｒＤＡやリモコンのような赤外線、
Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、８０２．１１無線、ＨＤＲ、携帯電話網、衛星回線、
地上波デジタル網等の無線でも利用可能である。なお、本発明は、上記プログラムコード
が電子的な伝送で具現化された、搬送波に埋め込まれたコンピュータデータ信号の形態で
も実現され得る。
【産業上の利用可能性】
【００８７】
　本発明の液晶表示装置は、液晶ディスプレイを用いる製品に用いることができ、特にテ
レビ、携帯電話、車載インパネなどの液晶ディスプレイに好適に利用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００８８】
【図１】本実施の形態１に係る液晶表示装置を、その表示部の等価回路と共に示すブロッ
ク図である。
【図２】ＳＳＤ方式の液晶表示装置における駆動を示すタイミングチャートである。
【図３】従来のＳＳＤ方式の液晶表示装置における駆動を示すタイミングチャートである
。
【図４】本実施の形態１に係る液晶表示装置における駆動を示すタイミングチャートであ
る。
【図５】本実施の形態１に係る液晶表示装置の動作例を説明するための部分拡大図である
。
【図６】本実施の形態１に係る液晶表示装置の他の動作例を説明するための部分拡大図で
ある。
【図７】本実施の形態１に係る液晶表示装置における他の駆動を示すタイミングチャート
である。
【図８】本実施の形態１に係る液晶表示装置における他の駆動を示すタイミングチャート
である。
【図９】本実施の形態１に係る液晶表示装置における他の駆動を示すタイミングチャート
である。
【図１０】本実施の形態２に係る液晶表示装置を、その表示部の等価回路と共に示すブロ
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【図１１】本実施の形態２に係る液晶表示装置における駆動を示すタイミングチャートで
ある。
【図１２】本実施の形態２に係る液晶表示装置における他の駆動を示すタイミングチャー
トである。
【図１３】本実施の形態２に係る液晶表示装置における他の駆動を示すタイミングチャー
トである。
【図１４】従来のＳＳＤ方式のアクティブマトリクス型の液晶表示装置の構成を示す等価
回路図である。
【図１５】特許文献１の表示装置の構成を示すブロック図である。
【図１６】図１５に示す表示装置の動作例を説明するための部分拡大図である。
【符号の説明】
【００８９】
　１　　　　　　　　データ信号線駆動回路
　２　　　　　　　　走査信号線駆動回路
　３　　　　　　　　スイッチ制御部
　３１　　　　　　　第１スイッチ部（第１のスイッチング素子）
　３２　　　　　　　第２スイッチ部（第２のスイッチング素子）
　３３　　　　　　　選択スイッチ部（選択スイッチング素子）
　５　　　　　　　　画素スイッチ部
　６　　　　　　　　画素電極
　７　　　　　　　　アクティブマトリクス基板
　８　　　　　　　　対向基板
　９　　　　　　　　表示部
　１０，２０　　　　液晶表示装置
　１１　　　　　　　対向電極
　ＧＬ１～ＧＬｍ　　走査信号線
　ＤＬ１１～ＤＬｎ　データ信号線
　ＧＬＲ　　　　　　データ信号線選択線
　ＧＬＧ　　　　　　データ信号線選択線
　ＧＬＢ　　　　　　データ信号線選択線
　Ｄ１～Ｄｎ／３　　出力信号線（データ信号出力線）
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